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令和４年度８月 定例教育委員会 議事録 

 

 令和４年８月１６日（火）午前１０時から、山梨市役所 401 会議室に召集された。 

 

１ 開会 

２ 教育長あいさつ 

３ 前回議事録署名 

４ 協議事項 

(1) 全国学力・学習状況調査の結果について 

(2) 令和５年二十歳のつどい 実施方法について 

(3) 根津記念館の管理・運営について 

(4) その他 

５ 承認事項 

(1) 市指定天然記念物「万力林のアカメヤナギ」指定解除について 

(2) 市指定史跡「小田野城跡」の現状変更について 

６ 報告事項 

７ 連絡事項 

８ 閉会 

 

 〇出席者 

  教育長           嶋﨑 修 

  教育長職務代理者      窪田 新治 

  教育委員          武井 茂 

  教育委員          矢野 眞由美 

 〇欠席者 

  教育委員          古屋 勝也 

 〇事務局職員出席者 

  学校教育課長                磯村 賢一 

  生涯学習課長                角田 弘樹 

  学校教育課 指導主事            小串 吾郎 

  学校教育課 学校教育担当リーダー      星野 正裕 

  学校教育課 学校総務担当リーダー      小池 かおり 

  学校教育課 学校総務担当（議事録作成者）  小田切 咲紀 
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４ 協議事項の内容 

 

司会 磯村課長 

議事の進行を教育長にお願いする。 

教育長 

議事に入る。 

（1）全国学力・学習状況調査の結果について、事務局から説明をお願いする。 

学校教育課 小串指導主事 資料に基づき説明 

 

武井委員 

  少人数校では一人一人の学力が平均点に影響しやすく結果の分析が難しい場合

もあるが、各校で結果を分析し具体的にどのような取り組みをしていくべきか考え

普段の授業に生かすことが、この調査の意義だと思っている。有効に活用してほし

い。 

窪田職務代理 

  点数で一喜一憂する必要はないだろうが、各校で分析するだけでなく、次に何を

やるべきか考えて生かすことが大事だ。当該学年の先生だけでなく先生方皆がどん

な問題が出ているのか関心を持って解いてみてほしい。また、自分が校長の時に実

際にやったことがあるが、来年に向けて小学５年生や中学２年生に県で配付してい

る類題を解かせるなど、形式に慣れさせることが必要だと思う。特に小学校ではド

リル的な問題とは形式が違うため、問題文を読むだけでも苦労するだろう。点数が

全てではないが、そういう取り組みもあると良い。 

教育長 

  全国平均よりも時間がなかったという問題が多かった。問題慣れしていないこと

や最後まで解けなかったことが原因になっていると思うので、今後の対応として参

考にしたい。 

矢野委員 

  復習を重点的にしてほしい。できなかった所をかいつまんででもいいので授業で

徹底的に復習することで、今後の成果につながると思う。 

教育長 

  学校間で差がある場合は、一人一人の学力が平均に影響しているだけなのか、指

導方法や学校規模が影響しているのか、きちんと分析していくことが必要だ。また、

県のピックアップ問題等を活用していきたい。 
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教育長 

次に（2）令和５年二十歳のつどい実施方法について、事務局から説明をお願いする。 

生涯学習課 角田課長 資料に基づき説明 

・令和３・４年の成人式と同様に二部制で実施したい。 

 

窪田職務代理 

  本市は２０歳が対象だが、他市町村で１８・１９歳を対象にしている所はあるか。 

角田課長 

  県内市長会で申し合わせ、一律２０歳としている。式典の名称は様々である。 

窪田職務代理 

  資料には「成人」という用語が使われているが、表現を「二十歳」に変えたほう

がよい。また、市民に周知する際は「二十歳のつどい」という名称になった理由を

説明する必要があると思う。 

角田課長 

  ９月から受付を開始するが、名称についても周知していきたい。 

 

教育長 

次に（3）根津記念館の管理・運営について、事務局から説明をお願いする。 

生涯学習課 角田課長 資料に基づき説明 

 

教育長 

  入館者を増やすために企画展を開催すると、人数は増えるが開催費用で採算が取

れない。 

矢野委員 

  人件費が赤字の要因だが市職ではなくパートを採用できるか。 

角田課長 

  そういう面での見直しはできると思う。運営委員会では、それぞれの役割を明確

にすべきという意見があった。ある程度の専門性や社会経験のある方のパート採用

は検討していきたい。 

武井委員 

  一日の平均入館者数から考えると、現在の６人体制が必要か検討したほうが良い。

しっかり分析して業務分担を考えてほしい。集客が見込めるイベントをしても、や
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ればやるほど赤字が出る上に、そもそもの運営が完全に赤字だ。いろいろ工夫して

やっていかなければならない。ただ施設の維持をしていくのではなく、内容を精査

していかなければならないだろう。 

矢野委員 

  映画・ドラマ撮影での全館貸切は休館日が原則とのことだが、それ以外の日も前

もって告知して利用可能にすれば収益が上がる。施設や市の大きな宣伝になるので、

もっと活用できれば良い。 

窪田職務代理 

  文化的な違いがあるので難しいかもしれないが、ヨーロッパの例では文化施設を

正規職員ではなくボランティアが運営している。人を集めるのが難しいかもしれな

いが、例えば市で何か特典を付けるなどして、週１・２日管理してもらうという方

法も良いのではないか。開館もずっとしていなくても良いと思う。根津記念館以外

の施設も今後の運営を考えていってほしい。 

教育長 

  横溝正史館は有料ボランティアに運営をお願いしている。管理・運営に重きを置

いて、会計年度職員にある程度マネジメントができる方を雇用するとやりやすくな

ると思う。何とか赤字を抑えていきたい。 

 

教育長 

次に（4）その他、事務局から何かあるか。 

事務局 

  なし。 

教育長 

以上で議事を終了する。 

 

議事終了 

 

５ 承認事項 

(1) 市指定天然記念物「万力林のアカメヤナギ」指定解除について 

  生涯学習課 角田課長 説明 

  ・承認 
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(2) 市指定城跡「小田野城跡」の現状変更について 

  生涯学習課 角田課長 説明 

  ・承認 

 


